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所謂清国留日学生取締規則事件の背景
〈
研
究
ノ
ー
ト
V
所
謂
清
国
留
日
学
生
取
締
規
則
事
件
の
背
景
金
　
谷
志
　
　
信
　
一
九
〇
五
年
末
か
ら
、
一
九
〇
六
年
｝
月
に
か
け
て
お
こ
っ
た
清
国
留
学
生
取
締
規
則
事
件
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
実
藤
恵
秀
氏
の
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
の
中
の
「
『
留
学
生
取
締
規
則
』
反
対
運
動
」
と
し
て
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
さ
れ
、
ま
た
永
井
算
己
氏
も
「
所
謂
清
国
留
学
生
取
締
規
則
事
件
の
性
格
」
と
し
て
研
究
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
深
く
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
背
景
に
つ
い
て
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
事
件
の
直
接
契
機
と
な
っ
た
「
文
部
省
令
　
　
　
　
　
　
第
十
九
号
」
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、
日
清
両
政
府
が
協
議
し
て
、
成
立
さ
せ
た
三
つ
の
章
程
の
紹
介
と
、
内
容
の
解
説
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
留
学
生
に
対
す
る
日
清
両
国
の
意
図
を
明
ら
か
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
二
　
取
締
規
則
事
件
が
勃
発
し
た
当
時
、
す
で
に
日
本
の
諸
新
聞
は
、
文
部
省
令
公
布
の
背
後
に
は
、
日
清
両
政
府
の
協
商
事
実
が
介
在
し
て
い
る
と
い
う
事
を
暴
露
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
読
売
新
聞
「
某
政
客
と
清
国
学
生
問
題
」
（
十
二
月
十
日
）
・
二
六
新
聞
「
清
国
学
生
問
題
」
の
『
留
学
生
と
日
清
協
約
』
『
府
知
事
の
通
牒
』
（
什
に
朗
）
の
見
出
し
で
、
万
朝
報
「
学
生
取
締
日
清
協
商
の
存
否
』
（
十
二
月
十
九
目
）
の
中
に
、
詳
細
、
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
論
調
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
　
元
来
、
清
朝
は
、
日
本
に
お
け
る
「
留
学
生
が
、
帰
来
、
革
命
的
言
動
を
な
す
も
の
多
き
事
を
恐
れ
何
と
か
し
て
こ
れ
を
抑
制
せ
ん
と
し
」
張
之
洞
の
建
策
を
容
れ
て
留
学
生
を
制
限
す
る
条
約
を
立
案
せ
し
め
、
こ
れ
を
内
田
公
使
に
相
談
す
る
処
が
あ
っ
た
。
　
内
田
公
使
は
、
一
旦
、
之
を
拒
絶
し
な
が
ら
、
尚
、
日
本
留
学
生
に
官
　
吏
任
用
の
特
権
を
附
与
す
る
と
い
う
利
益
交
換
を
持
出
し
、
三
七
年
末
　
遂
に
其
新
条
約
を
締
結
す
る
に
至
れ
り
、
然
か
も
日
本
政
府
に
於
て
は
　
斯
か
る
学
問
の
自
由
を
制
限
す
る
如
き
規
則
の
公
布
を
偉
か
り
、
単
に
　
各
学
校
に
向
っ
て
一
片
の
通
知
書
を
発
す
る
に
止
め
た
り
し
が
、
支
那
　
政
府
は
却
っ
て
之
に
不
満
を
懐
き
該
規
則
の
公
布
を
促
し
き
た
る
よ
り
日
本
政
府
に
於
て
も
止
む
を
得
ず
「
新
取
締
規
則
」
1
文
部
省
令
第
十
51
九
号
「
清
国
人
ヲ
入
学
セ
シ
ム
ル
公
私
立
学
校
二
関
ス
ル
規
程
」
ー
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
公
布
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
何
故
か
、
文
部
省
当
局
は
「
全
然
之
を
否
認
し
」
外
務
省
も
「
張
之
洞
が
清
国
政
府
を
代
表
し
て
一
の
学
生
取
締
覚
書
を
作
り
、
取
締
ら
れ
た
し
と
申
越
し
た
」
こ
と
は
承
認
し
、
】
応
各
学
校
へ
通
知
し
た
が
、
「
日
清
協
商
の
全
く
無
根
な
る
事
を
反
覆
説
明
　
　
　
　
　
ら
　
し
た
と
い
う
。
し
か
し
万
朝
報
は
、
こ
れ
に
反
論
し
て
、
明
治
三
十
六
年
　
犬
養
毅
、
大
石
正
己
両
氏
が
北
京
に
於
て
、
張
之
洞
と
会
見
せ
し
時
、
　
張
は
得
々
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
清
国
留
学
生
取
締
の
た
め
内
田
公
　
使
と
協
商
を
為
し
先
刻
成
立
し
た
り
と
告
げ
、
且
清
国
に
て
は
学
生
の
　
需
要
は
限
り
あ
り
、
時
に
政
治
法
律
の
学
生
は
需
用
に
過
ぐ
れ
ば
却
っ
　
て
不
平
を
醸
成
し
革
命
を
惹
起
す
る
の
慮
あ
れ
ば
、
今
回
の
協
商
は
、
　
全
く
こ
の
不
平
者
を
取
締
る
の
目
的
に
出
で
た
る
も
の
な
り
と
打
明
け
　
て
語
り
し
こ
と
あ
り
。
と
記
し
「
こ
の
事
を
以
て
既
に
日
清
協
商
の
存
在
を
証
明
す
る
に
足
る
」
と
し
、
更
に
犬
養
毅
の
桂
首
相
・
小
林
外
務
大
臣
と
の
問
答
に
及
び
、
小
村
外
相
の
肯
定
事
実
を
記
し
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
政
府
当
局
の
「
協
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
商
打
消
」
を
「
卑
劣
千
万
」
と
非
難
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
裏
付
と
し
て
、
明
治
三
十
七
年
十
月
六
日
東
京
府
知
事
が
「
三
甲
第
六
九
三
二
号
二
」
を
以
て
各
（
私
立
）
学
校
に
「
今
般
清
国
政
府
に
於
て
本
郵
に
留
学
す
る
同
国
学
生
の
取
締
及
び
奨
励
に
関
し
在
清
国
及
び
本
邦
公
使
と
協
議
の
う
え
別
紙
の
通
り
規
定
致
候
」
な
る
通
牒
を
発
送
し
た
と
し
て
、
協
商
規
程
の
書
面
の
要
領
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
　
約
束
游
学
生
章
程
　
一
、
日
本
に
前
往
す
る
遊
学
生
は
官
費
私
費
を
論
ず
る
な
く
並
に
日
本
　
　
官
設
私
設
学
堂
を
論
ず
る
な
く
均
し
く
出
使
大
臣
総
監
督
（
現
在
清
　
　
国
公
使
楊
枢
学
生
総
督
を
兼
ぬ
）
の
公
文
保
証
し
て
送
る
に
非
ざ
れ
　
　
ば
修
学
を
准
さ
ず
。
　
｝
、
学
生
過
犯
及
び
品
行
不
正
の
者
あ
る
を
査
し
中
国
出
使
大
臣
総
監
　
　
督
の
該
学
堂
に
知
会
し
て
斥
退
を
為
す
を
請
ふ
こ
と
あ
ら
ば
日
本
学
　
　
堂
は
応
に
即
ち
照
弁
す
べ
し
如
し
日
本
官
私
立
学
堂
並
に
照
し
行
は
　
　
ず
伍
留
学
を
聴
す
者
は
畢
業
の
後
亦
た
概
し
て
給
す
る
に
奨
励
を
以
　
　
て
せ
ず
。
　
一
、
目
本
国
家
大
学
堂
及
び
程
度
相
当
の
官
設
学
堂
に
在
る
こ
と
三
年
　
　
に
し
て
畢
業
し
学
士
文
慧
有
る
を
得
る
者
に
翰
林
出
身
を
以
て
す
　
一
、
日
本
国
家
大
学
院
に
在
る
こ
と
五
年
し
て
畢
業
し
博
士
文
慧
あ
る
　
　
を
得
る
者
給
す
る
に
翰
林
升
階
を
以
て
す
　
以
上
列
す
る
所
の
外
文
部
大
臣
指
准
す
る
所
の
私
立
学
堂
に
在
り
て
畢
　
業
す
る
者
は
其
学
与
所
の
程
度
を
視
て
一
体
は
挙
人
出
身
或
は
抜
貢
出
　
身
を
酌
給
す
。
　
以
上
諸
新
聞
の
論
調
を
あ
げ
た
が
、
果
し
て
事
実
か
否
か
。
万
朝
報
の
証
拠
と
し
て
い
る
東
京
府
令
「
三
甲
第
六
九
三
二
号
二
」
は
、
現
在
、
紛
失
し
て
お
り
、
府
令
は
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
別
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
文
書
で
あ
る
「
官
報
」
の
十
月
｝
日
付
に
は
、
は
っ
き
り
、
次
の
よ
う
52
所謂清国留日学生取締規則事件の背景
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
　
　
　
○
在
本
邦
清
国
留
学
生
取
締
及
奨
励
　
清
国
政
府
二
於
テ
ハ
在
本
邦
清
国
留
学
生
ノ
取
締
及
奨
励
二
関
シ
在
清
国
本
邦
公
使
ト
協
議
ノ
上
左
ノ
規
程
ヲ
制
定
シ
該
規
則
書
ヲ
本
邦
諸
学
　
校
二
配
布
セ
ン
コ
ト
ヲ
在
本
邦
清
国
公
使
ヨ
リ
外
務
省
ヲ
経
テ
依
頼
ア
　
リ
タ
ル
ニ
依
リ
、
文
部
省
二
於
テ
清
国
学
生
ノ
入
学
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
　
シ
ト
認
メ
タ
ル
諸
学
校
へ
該
規
則
書
ヲ
配
布
シ
タ
リ
（
文
部
省
）
　
　
　
約
束
游
学
生
章
程
　
一
、
此
次
章
程
奏
定
後
、
以
後
続
往
目
本
游
学
学
生
、
無
論
官
費
生
私
　
　
費
生
、
並
無
論
日
本
官
設
学
堂
私
設
学
堂
、
均
非
出
使
大
臣
総
監
督
　
　
公
文
保
送
、
不
准
収
学
、
而
該
官
私
学
堂
自
行
収
留
者
、
将
来
畢
業
　
　
概
不
給
以
奨
励
　
一
、
総
監
督
保
送
学
生
入
私
設
学
堂
、
須
経
文
部
省
認
可
、
其
教
育
程
　
　
度
与
官
設
学
堂
相
等
者
、
方
為
合
格
、
惟
経
文
部
省
認
可
之
專
為
中
　
　
国
学
生
設
立
之
予
備
学
堂
（
如
宏
文
書
院
等
）
其
章
程
錐
多
変
通
亦
　
　
可
保
送
、
其
奨
励
年
限
、
応
帰
普
通
高
等
各
学
堂
核
計
　
一
、
游
学
生
在
学
堂
中
、
品
行
応
帰
学
校
考
察
、
其
在
外
言
動
挙
止
、
　
　
如
有
不
軌
於
正
之
拠
、
経
中
国
出
大
使
大
臣
総
監
督
察
訪
得
実
、
随
　
　
時
知
会
該
学
堂
商
酌
、
務
減
其
品
行
分
数
　
一
、
游
学
生
在
各
学
堂
、
非
実
有
病
証
、
概
不
准
軽
易
請
仮
出
外
、
及
　
　
錐
在
学
堂
而
託
故
不
上
講
堂
、
応
請
与
日
本
学
生
一
律
督
責
、
勿
梢
　
　
寛
仮
一
、
学
生
在
学
堂
時
、
応
以
所
修
業
為
本
分
当
為
之
事
、
如
妄
発
議
論
刊
有
干
預
政
治
之
報
章
、
無
論
所
言
是
否
、
均
属
背
其
本
分
、
応
由
学
堂
随
時
考
察
防
範
、
不
准
犯
此
禁
令
、
如
経
中
国
出
使
大
臣
総
監
督
察
訪
留
学
生
有
犯
此
令
之
人
、
随
時
知
会
該
学
堂
、
応
即
到
議
論
学
生
、
立
即
停
綴
、
如
有
不
遵
即
行
退
学
一
、
凡
現
在
已
留
学
堂
学
生
、
無
論
官
費
私
費
生
、
査
有
過
犯
及
品
行
不
端
者
、
経
中
国
出
使
大
臣
総
監
督
知
会
該
学
堂
、
請
為
斥
退
者
、
日
本
学
堂
応
即
照
弁
、
如
日
本
官
私
学
堂
並
不
照
行
、
傍
聴
留
学
者
畢
業
得
亦
概
不
給
以
奨
励
、
各
省
所
派
官
費
生
及
私
費
生
往
日
本
游
学
者
、
経
本
省
督
撫
査
有
不
安
分
品
行
不
端
之
人
、
随
時
沓
明
中
国
出
使
大
臣
総
監
督
、
転
達
日
本
各
学
堂
請
為
斥
退
者
、
日
本
各
学
堂
亦
応
昭
辮
一、
w
生
於
功
課
之
暇
、
如
有
編
輯
教
科
書
及
訳
録
所
習
科
学
之
講
議
及
翻
訳
有
稗
実
用
之
書
、
自
不
在
禁
例
、
此
外
無
論
何
等
著
作
、
但
有
妄
為
矯
激
之
説
、
棄
綱
紀
害
治
安
之
字
句
者
、
請
各
学
堂
従
厳
禁
阻
、
或
経
中
国
出
使
大
臣
総
監
督
査
有
悪
慧
拠
、
確
係
在
日
本
国
境
内
刊
刷
翻
印
者
、
随
時
知
会
日
本
応
管
官
署
商
酌
弁
法
、
実
力
其
禁
其
汚
畷
人
名
節
者
、
経
本
人
或
本
人
委
託
之
人
按
律
在
日
本
応
管
官
署
指
控
、
査
実
後
傍
行
懲
辮
｝、
?
臓
煌
w
生
会
館
、
弁
事
有
棄
綱
紀
害
治
安
及
不
安
分
之
事
者
、
応
由
出
使
大
臣
総
監
督
杏
会
日
本
応
管
官
署
随
時
査
禁
、
厳
加
裁
制
務
期
杜
絶
流
弊
53
｝
、
凡
現
在
日
本
各
学
校
、
及
己
経
退
校
之
中
国
留
学
生
、
加
確
有
棄
　
綱
紀
害
治
安
及
不
安
分
之
事
者
、
応
由
該
官
員
厳
加
約
束
、
加
察
其
　
無
俊
改
之
望
者
、
即
行
動
令
回
国
、
不
准
稻
有
逗
溜
　
　
鼓
励
畢
業
生
章
程
一
、
中
国
游
学
生
在
日
本
各
学
堂
畢
業
者
、
視
所
学
等
差
、
給
以
奨
励
　
但
須
由
中
国
出
使
大
臣
総
監
督
、
査
明
該
学
生
品
行
端
謹
、
並
無
過
　
犯
、
出
具
切
実
考
語
、
啓
送
帰
国
由
欽
派
大
臣
詳
加
察
核
、
果
係
品
行
端
謹
、
毫
無
過
犯
並
按
照
所
学
科
目
、
切
実
詳
細
考
験
、
果
系
所
学
等
差
、
確
与
所
得
学
堂
文
愚
相
符
者
再
行
奏
請
奨
励
一、
ﾝ
普
通
中
学
堂
五
年
畢
業
、
得
有
優
等
文
愚
者
、
給
以
拘
貢
出
身
　
分
別
録
用
一
、
在
文
部
省
直
轄
高
等
各
学
堂
蟹
程
度
相
等
之
各
項
実
業
学
堂
三
年
　
畢
業
得
有
優
等
文
愚
者
糀
瞠
輸
瑛
給
以
挙
人
出
身
、
分
別
録
用
一
、
在
大
学
堂
専
学
某
一
科
或
数
科
、
畢
業
後
得
有
選
科
及
変
通
選
科
　
畢
業
文
慧
者
械
弾
輸
轍
樋
鰍
或
給
以
進
士
出
身
、
分
別
録
用
、
其
由
中
　
学
堂
畢
業
経
入
十
学
堂
学
習
選
科
、
未
経
高
等
学
堂
畢
業
生
弁
理
一、
ﾝ
日
本
国
家
大
学
堂
畳
程
度
相
当
之
官
設
学
堂
、
三
年
畢
業
、
得
　
有
学
士
文
慧
者
避
群
輸
蔽
通
燭
紺
餌
慰
韓
給
以
翰
林
出
身
、
一、
ﾝ
日
本
国
家
大
学
院
五
年
畢
業
、
得
有
博
士
文
慧
者
械
蝉
轍
後
通
計
　
除
給
以
翰
林
出
身
外
、
並
予
以
翰
林
升
階
　
以
上
所
列
之
外
、
在
文
部
大
臣
所
指
准
之
私
立
学
堂
畢
業
者
、
視
其
所
　
学
程
度
一
体
酌
給
挙
人
出
身
、
或
拘
貴
出
身
　
一
、
游
学
生
原
有
翰
林
、
進
士
、
挙
人
、
抜
貢
出
身
者
、
各
視
所
学
程
　
　
度
給
以
相
当
官
職
　
一
、
凡
畢
業
学
生
、
首
以
品
行
為
貴
、
応
請
各
学
堂
注
意
学
生
品
行
、
　
　
与
各
科
学
「
律
比
較
分
数
、
必
所
定
品
行
分
数
満
足
乃
為
及
格
　
一
、
游
学
生
於
各
学
堂
畢
業
年
限
、
須
与
日
本
学
堂
原
定
本
科
畢
業
年
　
　
限
毫
無
短
減
、
不
得
別
自
為
班
、
希
翼
速
成
　
㎝
、
此
次
定
章
以
前
、
已
経
畢
業
回
国
之
各
省
官
派
学
生
、
均
照
此
次
　
　
章
程
由
各
省
督
撫
考
査
其
品
行
心
術
、
如
実
係
端
謹
無
過
者
、
考
験
　
　
其
所
学
程
度
験
文
慧
実
係
相
符
者
、
即
照
新
章
給
以
出
身
、
己
有
出
　
　
身
者
、
給
以
相
当
官
職
、
其
学
速
成
科
畢
業
減
短
学
科
年
限
者
、
応
　
　
査
明
所
短
年
限
、
今
以
回
国
後
当
差
労
績
之
年
資
補
之
、
拍
足
年
限
、
　
　
亦
一
体
給
以
出
身
、
或
相
当
官
職
、
凡
定
章
以
前
之
畢
業
回
国
学
生
　
　
其
中
如
有
請
賞
挙
人
者
、
俊
奏
准
后
、
応
杏
送
京
城
由
管
学
大
臣
復
　
　
試
、
惟
中
学
留
学
生
非
在
照
弁
約
束
留
学
生
章
程
之
目
本
学
堂
畢
業
　
　
者
、
概
不
給
本
章
程
所
定
奨
励
。
　
以
上
の
内
容
か
ら
み
る
と
、
万
朝
報
報
道
の
「
要
領
」
の
前
二
条
は
、
官
報
の
「
約
束
遊
学
生
章
程
」
に
あ
た
り
、
°
後
二
条
は
「
鼓
励
畢
業
生
章
程
」
の
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
月
一
目
官
報
に
発
表
さ
れ
た
二
章
程
が
十
月
六
目
東
京
府
を
通
じ
て
、
何
ら
か
の
形
で
各
学
校
に
通
達
さ
れ
た
も
の
と
老
え
ら
れ
る
。
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
日
清
両
政
府
は
、
協
商
し
て
章
程
を
と
り
き
め
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
日
清
両
政
府
は
、
こ
の
章
程
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
中
国
側
の
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
　
　
　
　
三
　
清
朝
の
各
章
程
公
布
の
理
由
・
目
的
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
「
伏
査
游
学
日
本
学
生
、
年
少
無
識
、
惑
於
邪
説
言
動
鷺
張
者
固
属
不
　
少
、
其
循
理
守
法
潜
心
向
学
者
、
亦
頗
不
先
人
、
自
応
明
定
章
程
、
分
　
別
懲
勧
、
庶
足
以
杜
流
弊
而
励
其
才
。
…
…
計
擬
定
約
束
章
程
十
款
、
　
鼓
励
章
程
十
款
、
又
別
擬
自
行
酌
弁
立
案
章
程
七
款
、
凡
所
以
厳
防
範
　
考
察
之
方
、
広
鼓
舞
裁
成
之
道
、
綱
領
粗
具
於
是
。
従
此
切
実
施
行
則
　
以
後
游
学
生
護
符
逃
藪
、
失
所
慧
依
、
己
往
者
当
知
敏
域
、
続
往
者
亦
　
有
範
囲
、
以
示
朝
廷
彰
癖
之
公
、
下
以
昭
学
術
邪
正
之
弁
、
庶
足
挽
横
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
流
而
宏
造
就
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
清
朝
は
、
在
日
留
学
生
は
、
邪
説
に
惑
わ
さ
れ
、
挙
動
不
審
な
も
の
が
多
い
と
恐
れ
て
い
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
所
謂
清
国
留
学
生
取
締
規
則
事
件
の
前
哨
戦
と
も
い
う
べ
き
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
二
年
六
月
の
呉
孫
事
件
で
あ
っ
た
が
、
清
朝
は
、
再
び
こ
の
よ
う
な
「
不
穏
」
な
言
動
が
起
る
の
を
恐
れ
て
、
取
締
る
た
め
に
、
章
程
を
も
う
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
こ
の
史
料
か
ら
理
解
で
き
る
。
　
次
に
、
こ
れ
ら
の
章
程
が
、
正
式
に
成
立
す
る
ま
で
の
折
衝
経
過
と
章
程
の
内
容
か
ら
、
日
清
両
政
府
は
留
学
生
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
思
惑
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
日
本
と
清
朝
と
の
間
で
、
最
も
問
題
に
な
っ
て
、
協
商
の
回
を
重
ね
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
は
第
一
に
「
不
安
分
留
学
生
宜
遣
回
一
条
」
で
あ
っ
た
。
　
「
不
安
分
」
と
は
、
邪
説
に
惑
わ
さ
れ
、
言
動
不
審
な
学
生
を
さ
し
て
い
る
。
清
朝
は
は
じ
め
最
後
の
条
項
に
「
以
不
安
分
学
生
、
必
須
駆
逐
回
国
」
と
い
う
文
章
を
い
れ
て
い
た
が
、
目
本
政
府
は
駆
逐
・
押
送
・
勒
令
と
い
う
強
い
調
子
の
文
字
を
避
け
る
よ
う
要
請
し
た
の
で
、
　
「
如
察
其
無
俊
改
之
望
者
、
即
行
動
令
回
国
、
不
准
稚
有
逗
遙
」
と
改
め
た
の
で
あ
っ
た
。
清
朝
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
学
生
を
、
強
制
的
に
帰
国
さ
せ
、
清
朝
の
法
律
下
で
取
締
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
　
「
学
生
在
外
国
境
内
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
中
国
法
令
難
行
、
必
須
先
商
彼
国
政
府
、
允
為
協
助
、
事
始
有
済
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
は
、
　
「
奨
励
私
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
設
学
堂
畢
業
生
宜
示
区
別
一
条
」
で
あ
る
。
清
朝
は
、
　
「
私
学
奨
励
応
与
官
学
有
別
」
と
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
内
田
公
使
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
私
立
学
校
の
教
育
管
理
は
公
立
学
校
と
全
く
差
別
は
な
く
、
現
に
「
約
束
章
程
」
は
、
私
立
と
公
立
学
校
を
一
体
と
し
て
処
置
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
し
奨
励
を
あ
き
ら
か
に
区
別
す
る
な
ら
、
日
本
と
し
て
は
規
則
ど
お
り
の
取
締
を
命
令
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
私
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
学
校
の
留
学
生
も
同
じ
よ
う
に
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
度
々
協
議
し
た
結
果
、
内
田
公
使
が
、
私
設
学
堂
の
留
学
生
は
「
将
来
畢
業
回
国
、
尚
須
敏
差
大
臣
察
核
考
験
、
如
私
学
堂
之
学
生
其
品
行
科
学
生
、
実
不
如
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（
1
3
）
官
学
生
、
届
時
中
国
自
可
斜
酌
弁
理
、
日
本
可
不
過
問
等
語
」
と
発
言
し
た
こ
と
で
、
清
朝
も
承
認
し
独
自
に
、
帰
国
後
の
特
に
私
学
の
留
学
生
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
取
締
る
た
め
に
、
別
に
「
自
行
酌
弁
立
案
章
程
」
を
定
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
清
朝
に
と
っ
て
、
私
設
学
堂
の
留
学
生
は
取
締
り
た
い
が
奨
励
は
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
日
本
側
も
、
こ
の
折
衝
で
「
奨
励
」
す
る
こ
と
を
、
譲
ら
ず
固
執
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
「
鼓
励
畢
業
生
章
程
」
と
そ
の
成
立
過
程
を
み
れ
ば
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
鼓
励
畢
業
生
章
程
」
は
、
日
本
の
普
通
の
中
学
校
を
卒
業
し
て
優
等
の
証
書
を
得
れ
ば
抜
貢
出
身
の
官
職
を
、
文
部
省
直
轄
の
高
等
学
校
或
は
同
程
度
の
実
業
学
校
を
卒
業
し
て
優
等
の
証
書
を
得
れ
ば
挙
人
出
身
の
官
職
を
、
大
学
を
卒
業
す
れ
ば
進
士
出
身
の
官
職
を
、
又
日
本
国
家
大
学
院
五
年
を
卒
業
し
て
博
士
号
を
得
た
人
は
翰
林
出
身
を
以
て
給
す
る
外
に
翰
林
の
升
進
を
約
束
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
科
挙
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
官
吏
と
同
じ
地
位
を
保
障
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
容
か
ら
み
る
と
日
本
で
教
育
を
う
け
た
留
学
生
に
、
こ
れ
ま
で
科
挙
を
う
け
て
官
吏
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
と
っ
て
か
わ
る
地
位
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
当
時
清
朝
は
戊
戌
変
法
や
義
和
団
事
件
で
動
揺
し
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
新
教
育
に
よ
る
国
内
支
配
体
制
の
再
編
強
化
を
め
ざ
し
は
じ
め
て
い
た
。
そ
の
「
環
と
し
て
、
一
九
〇
三
年
に
、
張
之
洞
・
嚢
世
凱
は
科
挙
及
第
者
を
漸
減
せ
ん
　
　
　
　
ほ
　
と
奏
請
し
、
九
年
後
を
期
し
て
全
廃
し
、
そ
の
か
わ
り
に
、
学
堂
の
普
及
と
日
本
留
学
が
奨
励
さ
れ
は
じ
め
た
。
実
際
に
は
、
二
年
後
に
科
挙
は
廃
止
さ
れ
た
。
章
程
の
成
立
と
科
挙
廃
止
の
方
向
と
は
時
期
を
一
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
内
田
公
使
は
、
こ
の
時
期
に
章
程
の
折
衝
過
程
で
「
必
有
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
奨
励
章
程
、
乃
有
助
中
国
実
行
約
束
之
法
」
と
主
張
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
内
田
公
使
は
「
鼓
励
畢
業
生
章
程
」
の
末
条
に
「
中
国
留
学
生
非
在
照
辮
約
束
留
学
生
章
程
之
日
本
学
堂
畢
業
者
、
概
不
給
本
章
程
所
奨
　
レ
　
励
」
と
い
う
語
句
を
い
れ
さ
せ
た
。
ま
た
「
約
束
游
学
生
章
程
」
の
第
一
条
の
末
段
に
は
「
而
該
官
私
学
堂
自
行
収
留
者
将
来
畢
業
後
概
不
給
以
奨
　
に
　
励
」
を
、
第
六
条
の
末
段
に
は
「
如
日
本
官
私
学
堂
並
不
照
行
伍
聴
留
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
者
、
畢
業
後
亦
概
不
給
以
奨
励
」
を
い
れ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
在
日
留
学
生
を
優
遇
し
官
吏
任
用
を
約
束
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
こ
に
日
本
政
府
の
章
程
を
成
立
さ
せ
た
意
図
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
中
国
側
が
認
め
れ
ば
、
日
本
で
も
留
学
生
を
取
締
る
こ
と
に
協
力
し
て
も
よ
い
と
い
う
交
換
条
件
で
、
成
立
さ
せ
た
の
が
「
約
束
游
学
生
章
程
」
「
鼓
励
畢
業
生
章
程
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
　
つ
ま
り
、
清
朝
に
と
っ
て
、
そ
の
目
的
は
留
学
生
の
革
命
化
を
取
締
る
た
め
の
「
約
束
游
学
生
章
程
」
で
あ
り
、
又
日
本
政
府
の
意
図
は
、
そ
れ
に
乗
じ
て
在
日
留
学
生
を
官
吏
に
任
用
さ
せ
る
た
め
の
「
鼓
励
畢
業
生
章
程
」
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
日
本
が
「
鼓
励
畢
業
生
章
程
」
の
成
立
に
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
熱
意
を
．
示
し
た
理
由
は
、
充
分
な
考
察
を
要
す
る
と
思
う
が
、
－
】
応
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
当
時
の
日
本
は
、
日
清
戦
争
・
義
和
団
鎮
圧
の
八
ケ
国
連
合
軍
の
一
員
と
し
て
の
北
京
入
城
な
ど
に
よ
っ
て
中
国
侵
略
へ
の
野
56
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心
を
露
骨
に
示
し
た
時
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
平
行
し
て
、
対
清
懐
柔
策
と
し
て
、
一
入
九
七
年
の
陸
軍
参
謀
本
部
の
神
尾
光
臣
、
相
川
重
太
郎
、
宇
都
宮
太
郎
の
三
人
は
渡
清
し
、
張
之
洞
、
唐
才
常
、
諦
嗣
同
ら
の
洋
務
派
か
ら
変
法
派
の
各
派
各
層
と
面
談
し
、
日
本
軍
人
に
よ
る
指
導
訓
練
・
留
学
生
派
遣
等
の
問
題
を
提
案
し
、
さ
か
ん
に
親
日
勢
力
を
扶
植
し
よ
う
と
　
　
　
　
　
　
〔
2
0
）
つ
と
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
あ
わ
せ
考
え
て
み
る
時
、
留
日
学
生
に
対
す
る
「
奨
励
」
も
、
日
本
の
中
国
侵
略
政
策
の
一
環
と
し
て
、
巧
妙
に
、
親
日
勢
力
を
扶
植
し
よ
う
と
し
た
具
体
化
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
1
）
　
「
信
州
大
学
紀
要
」
第
二
号
　
（
2
）
　
『
官
報
』
明
治
三
十
八
年
十
一
月
二
日
　
（
3
）
　
「
読
売
新
聞
」
ー
某
政
客
と
清
国
学
生
問
題
1
　
（
4
×
5
）
　
「
万
朝
報
」
ー
学
生
取
締
日
清
協
約
1
　
（
6
）
　
『
官
報
』
明
治
三
十
七
年
十
月
一
日
　
　
　
こ
の
中
の
鼓
励
畢
業
生
章
程
の
末
条
の
「
賞
挙
人
者
…
…
概
不
給
本
章
程
所
　
　
　
定
奨
励
」
の
部
分
は
脱
け
て
い
た
。
野
新
城
「
中
国
近
代
教
育
史
料
」
に
よ
　
　
　
っ
て
補
っ
た
が
、
脱
け
た
理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
　
（
7
）
　
野
新
城
「
中
国
近
代
教
育
史
料
」
ー
張
之
洞
・
等
議
約
束
鼓
励
游
学
生
章
　
　
　
程
折
（
附
章
程
）
－
（
《
張
文
嚢
公
奏
稿
》
巻
三
七
、
民
国
庚
申
年
（
一
九
二
　
　
　
〇
）
木
刻
本
・
第
一
－
七
頁
）
　
（
8
）
　
永
井
算
巳
「
所
謂
呉
孫
事
件
に
就
て
」
『
史
学
雑
誌
』
第
六
二
編
七
号
　
　
　
実
藤
恵
秀
「
成
城
学
校
入
学
事
件
」
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
四
二
四
頁
　
（
9
）
（
1
1
）
（
1
2
）
（
1
3
）
　
「
致
盟
子
玖
鹿
滋
軒
」
『
張
文
嚢
公
全
集
』
巻
二
二
〇
　
　
　
光
緒
二
十
九
年
　
　
　
七
月
十
一
日
（
1
0
）
柵
に
同
じ
（
1
4
）
　
「
自
行
酌
辮
立
案
章
程
」
　
　
一
、
現
在
己
入
日
本
官
私
学
堂
之
中
国
游
学
生
章
程
内
、
巳
訂
明
無
論
官
費
　
　
　
生
私
費
生
、
均
由
出
使
大
臣
総
監
督
査
有
過
犯
不
品
行
不
端
者
、
知
会
該
　
　
　
学
堂
請
為
斥
退
、
応
即
責
成
出
使
大
臣
総
監
督
将
現
在
日
本
各
省
之
游
学
　
　
　
生
確
加
考
覆
、
択
其
言
行
端
謹
安
分
用
功
之
学
生
、
従
前
未
有
公
文
保
送
　
　
　
者
、
筋
伝
各
該
学
生
報
明
三
代
、
籍
貫
、
年
歳
、
出
身
、
取
具
遵
守
約
束
　
　
　
甘
結
、
彙
列
各
該
生
姓
名
、
籍
貫
、
年
歳
、
補
具
公
文
、
分
別
保
送
各
該
　
　
　
学
堂
准
共
留
学
。
其
素
不
安
分
有
据
可
懸
之
各
学
生
、
亦
即
開
列
姓
名
備
　
　
　
文
知
会
各
該
学
堂
、
請
其
即
行
斥
退
、
傍
将
留
学
退
学
各
該
学
生
姓
名
、
　
　
　
籍
貫
、
春
明
外
務
部
並
管
学
大
臣
、
盟
該
学
生
原
籍
省
分
督
撫
査
考
。
　
　
一
、
将
来
游
学
日
本
之
名
省
学
生
章
程
内
訂
明
非
出
使
大
臣
総
監
督
公
文
保
　
　
　
送
不
准
収
学
、
並
訂
明
私
設
学
堂
須
経
文
部
省
認
可
其
教
育
程
度
与
官
学
　
　
　
堂
相
等
者
方
為
合
格
、
応
責
成
出
使
大
臣
総
監
督
、
嗣
後
游
学
生
入
学
、
　
　
　
須
先
尽
官
学
堂
保
送
、
一
面
確
切
訪
査
文
部
省
認
可
之
各
私
設
学
堂
、
其
　
　
　
一
切
教
育
管
理
之
法
是
否
認
真
、
其
程
度
是
否
果
与
官
学
堂
無
異
、
細
為
　
　
　
比
較
、
択
其
名
誉
最
優
確
実
可
信
之
私
学
堂
、
始
准
保
送
学
生
入
学
、
傍
　
　
　
酌
定
限
制
、
毎
年
保
送
留
学
生
入
日
本
私
設
学
堂
者
、
其
人
数
至
多
不
得
　
　
　
過
官
学
生
之
半
以
昭
慎
重
。
　
　
　
、
此
次
定
章
以
後
、
各
省
自
備
資
斧
出
洋
之
游
学
生
、
応
先
由
其
家
父
兄
　
　
　
或
親
族
呈
報
本
籍
或
留
寓
所
在
地
方
官
、
査
明
本
生
実
係
性
質
馴
良
文
理
　
　
　
明
順
者
、
准
其
申
送
該
省
学
務
処
詳
加
考
験
、
稟
請
督
撫
覆
核
給
発
沓
文
　
　
　
転
給
該
学
生
領
齎
出
洋
、
各
衙
門
癬
理
出
洋
学
生
文
件
、
不
准
書
吏
需
索
　
　
　
分
文
。
57
　
　
一
、
凡
不
遵
約
束
不
安
本
分
之
学
生
、
商
明
日
本
各
学
堂
斥
退
後
、
応
由
出
　
　
　
使
大
臣
総
監
督
随
時
厳
密
稽
察
、
其
無
俊
改
之
望
者
、
務
須
査
照
現
定
章
　
　
　
程
、
商
請
日
本
該
管
官
署
勒
令
該
学
生
附
船
回
国
、
一
面
分
別
所
犯
軽
重
　
　
　
詳
叙
事
由
、
盗
明
該
学
生
原
籍
督
撫
酌
量
辮
理
、
並
春
明
外
務
部
管
学
大
　
　
　
臣
査
考
。
　
　
｝
、
保
送
学
生
入
日
本
各
学
堂
、
除
農
工
商
各
項
実
業
学
堂
及
文
科
医
科
各
　
　
　
専
門
不
限
人
数
外
、
其
政
治
法
律
武
備
三
門
、
宜
分
別
限
定
名
数
、
毎
年
　
　
　
只
准
保
送
若
午
名
、
武
備
一
門
、
非
官
派
学
生
不
准
保
送
、
政
治
法
律
両
　
　
　
門
、
亦
先
尽
官
派
学
生
保
送
、
如
自
費
学
生
本
係
職
官
請
沓
前
往
者
、
不
　
　
　
在
限
数
之
列
。
　
　
一
、
在
日
本
私
設
学
堂
畢
業
回
国
之
学
生
、
除
由
出
使
大
臣
総
監
督
確
査
其
　
　
　
平
日
品
行
果
係
端
謹
、
科
学
果
係
優
姻
、
始
准
保
送
進
京
候
考
外
、
応
請
　
　
　
欽
派
大
臣
考
察
試
験
時
格
外
認
真
査
核
、
其
品
学
兼
優
者
、
自
応
与
官
学
　
　
　
堂
畢
業
生
一
律
給
奨
、
勿
庸
加
以
区
別
、
如
果
品
行
実
有
可
議
、
科
学
程
　
　
　
度
実
有
不
符
、
即
酌
量
減
其
奨
励
以
示
区
別
。
　
　
一
、
凡
各
省
選
派
官
費
学
生
出
洋
游
学
、
侯
畢
業
回
国
後
、
無
論
得
何
奨
励
　
　
　
均
須
在
本
省
当
差
五
年
以
尽
義
務
、
五
年
期
内
、
概
不
准
別
就
他
省
差
使
　
　
　
他
省
亦
不
得
遽
詰
調
往
差
委
。
（
静
新
城
「
中
国
近
代
教
育
史
料
」
）
（
1
5
）
　
「
直
隷
総
督
衰
世
凱
両
江
総
督
張
之
洞
奏
請
遽
減
科
挙
」
　
『
光
緒
政
要
』
　
　
巻
二
九
（
1
6
）
　
「
復
外
務
部
」
『
張
文
襲
公
全
集
』
巻
一
＝
＝
（
1
7
）
（
1
8
）
（
1
9
）
　
上
掲
野
新
城
「
中
国
近
代
教
育
史
料
」
（
2
0
）
　
中
村
義
「
洋
務
運
動
と
改
良
主
義
」
『
世
界
歴
史
』
近
代
9
58
